
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

令和元年度事務事業評価シート（平成30年度実績）
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事務事業名 「鳴門で鳴ちゅるうどんを食べよう！」観光ＰＲ事業
担当
部署

経済建設部　観光振興課

総合計画体系 根拠法令
計画など

なし
基本政策(大項目) 1 うきうき活力と魅力あふれるまちづくり

政策(中項目) 2 伝えたい　魅力あふれるまち　なると

事業
期間

開
始

25

観光ブランドづくり

年度
　　　(小項目) 観光

施策 1 観光・交流のまちづくり 終
期基本事業 1

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか 　県外観光客

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

　県内外で観光キャンペーンを行うことにより観光客増を目指すとともに、B級グルメ
「鳴ちゅるうどん」のPRを行う。

事業
計画

30年度に何を
計画していたか

　淡路SAなどの県外でのキャンペーン活動や徳島ヴォルティスのアウェイサポーターへのＰＲ
ツールとして割引券付きチラシを活用するとともに、「鳴門うどん研究会」と連携し、県内外のイベ
ントへ出展する。
　さらに、割引券を除いた県内向けのチラシを作成し、県内での鳴ちゅるうどんＰＲ強化に努め
る。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 単位

割引券利用人数 600 500 500 500 500 人

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

30年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　淡路SAや徳島ヴォルティスのアウェイ戦、その他県外での観光キャンペーン時に、「鳴ちゅるう
どん」割引券付きのチラシを配布し、本市の観光ＰＲとＢ級グルメ「鳴ちゅるうどん」のＰＲを行うと
ともに、関西圏を中心とした交通拠点等に割引券付きチラシを掲出した。
　また、「鳴門うどん研究会」と連携し、県内外で多くの観光客が集まるイベントにおいても、キッチ
ンカー等を利用し、「鳴ちゅるうどん」の販売を行い、ＰＲに努めた。

事業実施手法

指標名 29年度実績 30年度実績 元年度目標 2年度目標 3年度目標 単位

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

割引券利用人数 702 410 － －

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 PRチラシ配布枚数 60,000 40,000 30,000 30,000 30,000 枚

2

％

今年度の進捗状況 ほぼ計画どおり 事業全体の進捗状況 ほぼ計画どおり

－ 人

（千円）

目標達成率(実績/目標) 82.0 － － －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

繰越予算額 0 0 0

繰越額 0 0 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成30年度

当初予算額 0 0 0 0 556 556

補正予算額 0 0 0 0 0 0

0

全体予算額 0 0 0 0 556 556

0 0 0 546

0 0

546

0 0 0

決算額 0

人件費
正規職員(7,321千円/人) 臨時職員(2,125千円/人) 総人件費 総事業費

0.1 0.0 732 1,278

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

【事務事業名：「鳴門で鳴ちゅるうどんを食べよう！」観光ＰＲ事業】

事業費推移

年　　度 29年度決算 30年度決算 元年度 2年度 3年度

事業費 376 546 462 462 462

うち一般財源 376 546 462 462 462

人件費 723 732 732 732 732

総事業費 1,099 1,278 1,194 1,194 1,194

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
　県外での観光キャンペーンでパンフレットの配布
を行うことにより、広く県外の方に周知ができた。

効率性 B:概ね効率的だった
　県内外のイベント出展に合わせて、鳴ちゅるうどん
のPRを行った。

②成果に対
する評価

指標名 割引券利用人数
　イベントや県外でのキャンペーン活動でＰＲを行い、チラ
シ配布を行った。
　今後は、キャンペーン活動の場所やイベント内容に応じ
て配布するなど効率的・効果的なＰＲを目指していく。

目標

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

500 人

実績 410 人

評価 B:概ね目標を達成できた

③総合的な評価 B

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

Ｒ1年度
　引き続き、「鳴門うどん研究会」との連携のもと、キッチンカー等も活用しながら、県内外
において積極的なPRに努め、クーポン券の利用頻度の向上を目指す。

Ｒ2年度 　前年度の反省点等を踏まえ、事業内容の見直し・検討を行う。

　概ね目標が達成できたことから、Ｂ評価とする。

課題
　より多くの県外観光客に「鳴ちゅるうどん」を食べていただけるよう、キャンペーン活動の場所やイベ
ント内容に応じてクーポン券付チラシ等の配布を行うなど、効率的・効果的なPRを図る必要がある。


